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まで広がり、いまでは ESD として展開されるようになってきた。また、1980 年代に欧米を中心とした
研究成果を紹介することから始まり、現在では独自の環境教育が展開される。政府の力だけではなく、



















































































































































































































































なう体験学習（experiential learning in nature）」で、もう一つは「自然体験を通した学習（learning 
through experiencing nature）」である（降旗 2006,p.25）。自然体験学習を「自然の中で行なう体験
学習（experiential learning in nature）」として理解する場合には、自然を学習場や学習対象として捉
え、人間関係トレーニングや人間同士の関係のあり方に注目する。ところが、自然体験学習を「自然体








                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 
3 被災地支援における自然学校の動き 
 1) 自然学校の新たな展開と実践 
国連第 57 回総会本会議（2002 年）で日本政府は「持続な可能な開発のための教育の 10 年（DESD）」
を提案し、各国政府、国際機関、NGO、団体、企業等との連携を図りながら教育・啓発活動を推進する






































































との協働事業及び CSR という三つの分野まで広げてきた。表 1－3－2 では、ホールアース自然学校の
歩みである。 
 




1983 年 教育旅行向け自然体験教室ならびに子どもキャンプを開始。 
1987 年 団体名称を「ホールアース自然学校」に改称。 














2005 年 「愛・地球博」の地球市民村に出展。 
2007 年 「柏崎・夢の森公園」開園、事業運営業務を受託。 








































表 1－3－3 ホールアース自然学校の被災地支援の概況 
 阪神・淡路大震災 新潟県中越地震 スマトラ沖地震 東日本大震災 
活動期間 1995 年 1 月 18
日～3 月 31 日
（72 日間） 
2004 年 10 月 29
日～12 月 24 日
（57 日間） 
2005 年 3 月～
2006 年 4 月（延
べ 79 日間） 
























































派遣人数 延べ 300 名 延べ 200 名 延べ 60 名  
義捐金  450,000 円 300,000 円 2,300,000 円 
（2011 年末） 







































































表 1－3－5 東日本大震災支援活動に携わっている自然学校又は自然学校関係者の概況 
NO. 団体名 住所 概要 








































































14 フクシマ環境未来基地 福島県 
若者がチームで長期間、環境・地域貢献活動に取り
組むプログラムの実施団体です。 




































































































ロ．NPO 法人 りあすの森による取り組み 
 宮城県石巻市は東日本大震災の津波で大きな被害を受け、沿岸部の建物や財産そして人々の命まで
津波で流されたとともに、この地域の文化、歴史、暮らしも津波で奪われてしまった。このような地域





表 1－3－6 NPO 法人りあすの森の事業内容 
NO. 大項目 小項目 
1 自然豊かな石巻の振興支援 高齢化過疎化の進む地域（田舎）で、その特徴















＊NPO 法人りあすの森の HP に掲載された内容により著者作成 
 




























































































するよう国際連合が各国政府に働きかけているキャンペーン（2005 年 - 2014 年）。日本では、持続可
能な開発のための教育の 10 年推進会議（通称 ESD-J）という NPO がある。この団体は、環境、人権、
開発、平和、国際理解、福祉など、分野を超えて ESD に取り組む多くの団体が参加するネットワーク
型の NPO であり、民間の立場から積極的に ESD の推進を目指している。 







アの首都ベオグラードで開催された。成果は 3 つあると指摘されている。1 点目は、環境教育のあらゆ
る分野について詳細に検討することによってつくられた勧告。2 点目は、『ベオグラード憲章』と呼ば
れている国際的、全地球的レベルにおける環境教育についてのフレームワークの作成。そして 3点目に
は、この会議で提出された 15 の論文が会議後に書き改められて『Trend in Environmental Education
（環境教育の傾向）』として 1977 年に UNESCO から出版されたこと。 























目的とする。http://www.fukko-todai.com/santsuna/ (最終アクセス 2014.05.19) 
13) NPO 法人りあおの森は宮城県石巻市を主たる事業地として、高齢化過疎化の進む地域で自然や地産
を活用した世界に通用する産業と継続的な雇用を創出し、復興と振興を支援している団体である。























































2 RQ 市民災害救援センターが行った被災地支援 
 本節では、本論文の研究対象となっている RQ 市民災害救援センター1 の設立経緯、被災地支援活動
の概況及び組織としての発展を中心に紹介する。 
 









然学校関係者に被災地支援を呼びかけた。2011 年 3 月 13 日 RQ（RQ は英語の RESCUE 救援の略称）
市民災害救援センターが結成された。この組織では自然体験活動やアウトドアで身に着けたスキルを活
かし、宮城県沿岸部の小規模の避難所を中心に、被災者と接しながら彼らのニーズに応じて支援活動を
行った。その規模は、8 ヵ所のボランティアセンターなどの拠点を設置、延べ 45000 人のボランティ
アが 400 トンを超える物資を 550 ヵ所の避難箇所に運び、生業支援、個人宅清掃、瓦礫撤去、ゆかた
配布、個人史聞き書きプロジェクトなど 50 を超える活動メニューを多彩に展開した（広瀬・佐々木・
降旗 2013,p.77）。一般社団法人 RQ 災害教育センター3は，2011 年 11 月に活動を終了した RQ 市民
災害救援センターから活動を引き継ぎ，中長期型の支援可能な組織へと発展的に 2011 年 12 月 7 日に
設立された。 




援センターは、2011 年 3 月からこのような場所に拠点を置いて、活動している。 
表 2－2－1 に示すように、被災地の状況を応じて、RQ 市民災害救援センターは被災地支援におい
て四つの段階をとることにした。 
 
表 2－2－1 RQ 市民災害救援センター（RQ 災害教育センター）の支援段階 
支援期間 支援段階 具体的な支援活動 



















＊RQ 市民災害救援センターの HP に掲載された内容により著者作成 
 
RQ 災害教育センターの緊急支援時の被災地支援活動から見れば、その活動の特徴は主に三つある。


















図 2－2－1 RQ 災害教育センターの拠点 
 
＊この図は Google 地図のデーターの元で作られた。 
 






































＊RQ 市民災害救援センターの HP に掲載された内容により著者作成 
 
2011 年 12 月に被災地に中長期の復興支援に応えるために、RQ 市民災害救援センターは組織変更を
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し、RQ 災害教育センターを設立した。ついに、表 2－2－3 に示すように、RQ 市民災害救援センター






表 2－2－3 RQ 市民災害救援センターの組織変更 
RQ 市民災害救援センター   → RQ 災害教育センター 
RQ 東北本部         → RQ 登米復興交流センター 
RQ 唐桑ボランティアセンター → RQ 唐桑海の体験センター 
RQ 小泉ボランティアセンター → RQ 小泉ボラセン 
RQ 歌津センター       → 歌津てんぐのヤマ学校 
RQ 河北ボランティアセンター → リオグランデ 
＊RQ 市民災害救援センターの HP に掲載された内容により著者作成 
 
東日本大震災で生まれ、自然学校関係者を集め、被災地の住民たちと密接的に繋がっていて、被災












3 RQ 市民災害救援センターが行った支援活動の参加者への影響 
1) アンケート調査の分析枠組み 
2007 年 6 月に、都市と農山漁村の共生・対流に関する与党プロジェクトチームが、農林水産省、総
務省、文部科学省の連携施策として打ち出した「子ども農山漁村交流プロジェクト」4は、5 年間で、全


































青年期や成人の学習過程を扱った環境教育研究としては SLE 論(降旗他 2006)が知られでは環境的行





















































表 2－3－1 地域復興ツーリズムプロジェクト 
■基本情報 
□実施期間 平成 24 年 4 月~12 月（2012 年 4 月～12 月） 
□実施回数 50 回 
□参加団体数 49 団体 







＊三陸ひとつなぎ自然学校の HP に掲載された内容により著者作成 
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表 2－3－1 が示すようにこれまでに三陸ひとつなぎ自然学校で合計 50 回の地域復興ツーリズムを展
開し、このような復興ツアーに参加した人の人数は千人を超えた。三陸ひとつなぎ自然学校が出した





国の自然学校関係者に被災地支援を呼びかけた。2011 年 3 月 13 日 RQ（RQ は英語の RESCUE 救援
の略称）市民災害救援センター7 が結成された。この組織では自然体験活動やアウトドアで身に着けた
スキルを活かし、宮城県沿岸部の小規模の避難所を中心に、被災者と接しながら彼らのニーズに応じ
て支援活動を行った。その規模は、8 ヵ所のボランティアセンターなどの拠点を設置、延べ 45000 人












6 月上旬に始まった記録収集チーム「RQ レコーダーズ」の活動の一環として、RQ 災害教育センターに
 52 
より 2013 年 2 月に実施された。(活動参加者 4302 名に対する電子メールでの回答依頼に対してウェブ
経由での有効回答 289 件、回答率 6.7％6)その目的は「蓄積された記録をきちんとした索引をつけて保













表 2 は、調査結果（37 調査項目）の中から、本論文の目的にもっとも関連していると思われる 15 項
目を集計したものである。この調査結果からは、男女の割合がほぼ 2:1 で、平均年齢 41 歳（14 歳から
75 歳の幅で）、活動回数は平均 4.7 回、活動日数は平均 21 日という、東日本大震災の被災地における
自然学校の活動参加者の概況を表した。 
 














1.年齢 288 14 75 41 12.7 1 
(10 歳単位での年齢区分） 
10 歳代:7 名(2.4%)、20 歳代:44 名
(15.3%)、30 歳代:84 名(29.3%)、40
歳代:79 名(27.4%)、50 歳代:39 名
(13.6%)、60 歳代:33 名(11.5%)、70
歳代:1 名(0.3%)   
2.現地での活動回数 289 1 53 4.7 7.3 0 
3.現地での活動日数 289 1 300 21 37.5 0 
    人数 パーセント   
4.性別 男性 183 63.3  
0 
女性 106 36.7  
合計 289 100.0  
5.職業 フルタイム勤務 156 54.0  
0 
その他 56 19.4  
無職 38 13.1  
学生 22 7.6  
パートタイム勤
務 11 3.8  
アルバイト 6 2.1  
合計 289 100.0  
6.今回の活動以前の災害
ボランティアの参加経験 
なかった 211 73.0  
0 
あった 78 23.0  
合計 289 100.0  




なかった 106 36.7  
合計 289 100.0  
8.宮城県を訪問または在
住したこと 
ある 164 56.7  
0 
ない 125 43.3  




ない 223 77.2  
0 
ある 66 22.8  
合計 289 100.0  
10.テント・寝袋経験 
ある 231 79.9  
0 
ない 58 20.1  




ない 160 55.4  
0 
ある 129 44.6  
合計 289 100.0  
12.何でRQを知りました
か？ 
RQ の Web サイ
ト 




48 16.6  
その他 44 15.2  
知人に誘われて 30 10.4  
団体や企業のサ
イト 
19 6.6  
エコセンの Web
サイト 




9 3.1  
SNS、コミュニテ
ィサイト 
6 2.1  
新聞 5 1.7  
大学 5 1.7  
Twitter 3 1.0  
合計 289 100.0  
13.RQ に参加した決め手 
その他 76 26.3  
0 
日程が合ってい
た 67 23.2  
自然学校と関わ
った 32 11.1  
説明会があった 32 11.1  
無料バスがあっ
た 20 6.9  
アウトドア系の
団体だ 19 6.6  
他に見つけられ
なかった 14 4.8  
体力活動以外の
活動 11 3.8  
食事が用意され
ていた 9 3.1  
 56 
団体として参加
した 5 1.7  
大学として参加
した 4 1.4  
合計 289 100.0  
14.参加したことでの自
身の変化 
大きな変化あり 124 42.9  
0 
やや変化あり 132 45.7  
あまり変化なし 25 8.7  
まったく変化な
し 8 2.8  
合計 289 100.0  
15.被災地との継続的な
関わり 
続いている 170 58.8  
続いていない 119 41.2  



















災地訪問回数区分」と「被災地活動日数区分」のクロス集計を行い、表 3 を作成した。 
 
















91 41 132 
1 週間（8 日）以上活動した 
(長期活動タイプ） 
9 148 157 
合計 100 189 289 
＊著者作成 
 





関わり」とのクロス表 4 を作成した。 











継続している 158 12 170 
継続していない 98 21 119 





地での活動日数」の回答を「短期タイプ」(1 日～7 日)と「長期タイプ」(8 日以上)に分類し、新しい変
数「活動タイプ区分」を作った。次に、「活動タイプ」と「被災地とのかかわりの継続」のクロス集計
















度数 54 78 132 
期待度数 77.6 54.4 132 
残差 -23.6 23.6  
長期 
8 日以上 
度数 116 41 157 
期待度数 92.4 64.6 157 
残差 23.6 -23.6  
合計 
度数 170 119 289 




意水準 α＝0.05 を設定し、SPSS を使ってカイ 2乗検定を行った。結果を表 2－3－6に表したように、
χ2は 32.194で、有意確率＝0.000＜有意水準 α＝0.05 であるから、仮説を設立した。すなわち、表 2－
3－5 に表した「活動タイプ」と「被災地とのかかわりの継続」との関係は偶然ではないといえる。 
 
表 2－3－6 RQ 市民災害救援センター活動参加者の「活動タイプ」と「被災地とのかかわりの継続」 の
カイ 2 乗検定 










Pearson のカイ 2 乗 32.194a 1 0   
連続修正 b 30.847 1 0   
尤度比 32.674 1 0   
Fisher の直接法    0 0 
線型と線型による連関 32.083 1 0   
有効なケースの数 289     











表 2－3－7 アンケート自由記述回答からみた参加者の「変化」 



















































































































































































(37 件, 15%) ・ときどき、手紙や年賀状のやりとりも。 
その他 

















表 8 を作成した。 
 まず「直接的な関わり」には、「RQ への継続的な参加」と「RQ を介さない支援活動の参加」とい
う二つの区分がある。緊急救援期の支援活動と異なって、現在のRQ活動は被災地復興や被災地情報発





























表 2－3－9 アンケート自由記述回答からみた参加者の「近況」 

























































































http://www.ecotourism-center.jp/ (最終アクセス 2014.05.19) 































































































2012 年 8 月及び 2013 年 2 月に、RQ 災害教育センターの関係者に対する 2 回のヒアリング調査を行
った。 
2012 年 8 月 8 日から 2012 年 8 月 12 日にかけて、第１回目の調査を行った。この 5 日間の間に、鱒









被災地において RQ 市民災害救援センター(RQ 災害教育センター)が行った支援活動の状況を理解する
上で、RQ 市民災害救援センター(RQ 災害教育センター)の活動との関わりにより各人の心身的な変化も
見えてきた。 
東日本大震災からほぼ 2 年を経て、RQ 市民災害救援センター(RQ 災害教育センター)が活動する宮城
県の沿岸部がどのように変わってきたのか。被災地に暮らしている人たちはどのような活動をしている
のか。被災地の現状を明らかにするために、2013 年 2 月 9 日から 12 日の間に、RQ 災害教育センター
のビデオ撮影班の一員として宮城県の沿岸部を再訪問した。 
RQ 市民災害救援センター(RQ 災害教育センター)の関係者たちの話を聞きながら、RQ 災害教育セン
ター東京本部の記念事業のために、各 5 分程度の映像を撮影した。「被災地の今と未来」というテーマ
を中心に、ボランティアの話を聞いたほか、この地域に暮らしている住民とも話し合うこともできた。



















回目の調査対象である。そのため、調査結果に 15 人のボランティアを調査対象として記した。 
まずはヒアリング調査を受けたこの 15 人の概況から紹介する。 
表 3－3－1 を示したように、15 人の内 8 人は長期的に被災地に滞在し、ボランティア活動に継続的
に従事している。6 人はリピーターとして被災地を短期的に訪ねてボランティア活動に継続的に参加し
ている。残りの 1 人は短期ボランティアとして初めて活動に参加した。そして、女性ボランティアが 7
人に対して、男性ボランティアは 8 人である。20 代、30 代の参加者の割合(15 人の内 9 人)が比較的に
高かった。一方、40 代、50 代、60 代のボランティア(6 人)は少なくなかった。 
 
表 3－3－1 参加者基本データ 
















そして、ボランティアの年齢層は、20 代から 60 代まで幅広く分布していた。長期継続型のボランテ
ィアは、20 代から 50 代までの人を中心として活動している。短期継続型には、20 代 30 代の人の割合












































表 3－3－2 長期継続型のボランティアに対する聞き取り調査の抜粋 


























































































































































































































 1) RQ 災害教育センターの自然学校研修の概要 
 自然学校と深くかかわっている RQ 災害教育センターが被災地で行った「RQ 自然学校研修」の一部
の内容が「人間復興」に繋がっているといえる。RQ は中長期の地域復興拠点として活動するために、
「RQ 自然学校研修」を 2011 年 12 月から 2012 年 3 月にかけて実施した。表 5 のように、この研修の
内容は、被災地の復興拠点として機能しようとする自然学校の作り方、スキル、運営などを含んでいる。 








表 3－4－1 RQ 自然学校研修 
名称 
RQ 自然学校（被災地復興拠点組織）研修 
（経済産業省平成 23 年度地域新成長産業創出促進事業 助成事業） 








第 1 期 
12月 11日～13日 







第 2 期 







第 3 期 







第 4 期 













 2013 年 2 月に研修の参加者である CT さんを再訪した。CT さんは宮城県旧歌津地区の漁師である。
CT は RQ から「持続可能な発展」に関する知識を学んだ。地域社会の再建には「持続可能な発展」と
いう理念を使わなければならない。被災地の沿岸部に防波堤を作り直すことについて、CT さんは、高
い防波堤を作ることより、人と海や自然を共生できるような地域を作るほうが大切だと言った。 
同じく歌津地区出身の AF さんも研修に参加した。AF さんが代表者となって「南三陸町ふるさと学


























































2 RQ 市民災害救援センターの実践評価 
 RQ 市民災害救援センターは 3・11 東日本大震災の直後に、宮城県沿岸部の被災地を中心に、自然体
験活動やアウトドアで身に着けたスキルを活かし、被災者と接しながら彼らのニーズに応じて支援活動
を行った。炊き出し、温泉送迎サービス、個人宅清掃、瓦礫撤去、農漁業支援、ゆかた配布、個人史聞
き書きプロジェクトなど 50 を超える多彩な支援活動が展開した。ここではまず、RQ 市民災害救援セン
ターの実践を再評価し、被災地支援型自然学校の成立過程を検討する。 
 
1) RQ 市民災害救援センターの実践の特徴 






































する。RQ センターを設立してから、延べ 4 万 5000 人のボランティアを被災地に送り、活動を展開し
た。過去の自然学校の被災地支援活動の状況から見ると、この活動参加者の数字は極めて多い。なぜこ














































































ンターの中で立ち上がった各拠点であったといえる。表 10 は、RQ 市民災害救援センターから一般社






表 4－2－1 一般社団法人 RQ 災害教育センターへの組織移行の直後（2012 年 3 月）の各拠点の活動（一














































































＊一般社団法人 RQ 災害教育センター(2012)の各活動案内の記述内容により著者作成 
 
こうした中で、各拠点の自立的な運営を行うための核となる「被災地支援拠点コーディネーターの育
成セミナー」が日本エコツーリズムセンターにより 2011 年 12 月～2012 年 3 月に実施され、表 4－2
－1 に示した各拠点を運営している長期・継続型の活動参加者、また各拠点の活動に協力してくれた被
災者、被災地在住者の計 21 名が参加した。全国各地で自然学校を運営している経営者たちが講師とな
















震災直後の 2011年 3月 20日からRQの活動拠点として大勢のボランティアが集った宮
城県登米市の旧鱒淵小学校に位置付けた。東日本大震災 1 年後の 3 月 20 日よりボラン














































＊一般社団法人 RQ 災害教育センター(2014)の HP に掲載された内容により著者作成 
 
3 RQ 市民災害救援センターの発展から見た被災地における自然学校の課題 
 RQ 市民災害救援センターは 2011 年 12 月に組織変更して以後、被災地現場で各拠点はどのような支





RQ 市民災害救援センター(RQセンター）は 2011年 12月にRQ災害教育センタ （ー新 RQセンター）
に組織を変更した。新 RQ センターの HP に掲載された中心事業は以下の三つがある。 
  






































＊一般社団法人 RQ 災害教育センター(2014)の HP に掲載された内容により著者作成 
 








































2011 年 3 月の震災から二年間が立ち、人々の災害に対する意識は時間と共に薄くなっていく。しか
し、大川町の一部の町民たちにとって、時間は 2011年 3月 11日で止まっている。石巻市釜谷地区の北
上川河口から約 4 キロの所に位置する大川小学校は、3･11 東日本大震災に伴う津波に襲われ、全校児

























































































































































表 4－3－2 被災地に活動している三つの自然学校に関連する組織の比較 







2009 年 12 月に任意
団体として設立され
た。 










































































＊各組織の HP 及び事業報告書（2012 年度）の記述内容により著者作成 
 












































































援している。https://twitter.com/womenseye1 (最終アクセス 2014.05.19) 
3) 一般社団法人南三陸町復興推進ネットワークは南三陸町出身の若者により設立し、当該地域に復興プ


















































 このような動きの中で、被災地における自然学校の支援活動が注目された。第 1 章の中、被災地に支
援活動を行う四件の自然学校の事例を取り上げ、被災地における自然学校の動向を説明した。1995 年
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2012 年 8 月及び 2013 年 2 月に、RQ 災害教育センターの関係者に対する 2 回のヒアリング調査を行
った。以下に調査内容を紹介する。 
 
1.第 1 回ヒアリング調査(2012.8.8-8.12) 
1)調査概要 
2012 年 8 月 8 日から 2012 年 8 月 12 日にかけて、宮城県における RQ 災害教育センターの四つの拠
点を訪問した。この五日間の間に、歌津テングのヤマ学校、RQ 女性支援センター、くりの木広場、リ


































       ・被災された人は想像より元気だ。 















      ・参加動機：被災地に貢献したい。 
・震災直後小泉地区の中学校（避難所）に手伝った。 






















































      ・支援活動を参加する契機：人を助けたい。 
・最初健康のため RQ 東京本部に手伝った。 





































      ・参加動機：原発への心配＋沿岸部の被害を自分の目で見たい。 
・2011 年 6 月に一週間くらい物資を配分した。 
2011 年 7 月に一ヶ月間のゆかたプロジェクトに参加した。 
・その後長期滞在し、地域支援チームに入って被災地の自立支援を中心に（手伝
い、アンケート調査）している。 





































      ・参加動機：地元の人として力を貢献したい。 
・震災後毎週に大学を経由で被災地の老人介護などのボランティア活動をした。 




















      ・始めて被災地の様子を見て、想像より酷いと感じた。 
・言葉にならない感覚がある。 
手書きメモより 










      ・参加動機：仕事を決めてないため、被災地に見て被災者を助けたい。 
・2011 年 5 月から瓦礫撤去、海岸の清掃。（体力系ボランティア活動） 














李  栄振 
(リピーター) 
ア個人状況： 





      ・参加動機：被災地を見たい＋人を助けたい。 





















らかにするために、2013 年 2 月 9 日から 12 日の間に、RQ 災害教育センターのビデオ撮影班の一員と
して宮城県の沿岸部を再訪問した。RQ 災害教育センターの関係者たちの話を聞きながら、RQ 災害教
育センター東京本部の記念事業のために、各 5 分程度の映像を撮影した。 
 
「被災地の今と未来」というテーマを中心に、ボランティアの話を聞いたほか、この地域に暮らして






























































 ・震災直後に、RQ の活動に参加し、RQ や避難者の様子を地域に伝えった。 


















































2011 年 4 月にくりこま高原自然学校の佐々木さんの紹介で RQ 市民災害救援センターに加入した。当























ボランティアの年齢層は時期によって違う。夏休みに大学生が多かった。基本的に 20 代、30 代の人が
多かった。人数の多い時、一日 100 人以上のボランティアが来られる。 






























2011 年 6 月の半ば頃から小泉地区の小学校に開催されたサロンに手伝った。その後、中学校の避難場

























































2011 年 10 月にくりの木広場が始まった。最初は、ボランティアたちは仮設住宅の駐車場を借りてカフ












くりの木広場には夏休みに木曜日以外毎日 10 時～17 時の間に活動をする。9 月以後には金土日月に活
動する。具体的に、金月の 14 時～17 時、土日の 10 時～17 時。火水木は休みなので、別の団体の活動
に手伝う。一つは小泉地区の畑作業に力を入りたい。もう一つは今年 9 月に高齢の被災者に向ける健康
体操サポーターにする。今 JUNOR LEADER 研修の中で、大学生ボランティアの引率者になる。 
 
→初めて被災地に入ったのはいつごろ 
2011 年 7 月に、仙台から車で一時間くらいのしちのはまに、高齢者にむけのボランティア活動をして
いた。活動内容は足湯や手のマーサージを中心にした。8 月から 9 月にかけて気仙沼のボランティア活
動に手伝った。その後の 9 月に唐桑の瓦礫撤去をした。2011 年 10 月に学校に戻った。 
 
→RQとの関わりはいつから 


























RQ 女性支援センターは 2011 年 6 月から発足し、女性の自立支援を中心事業として活動を展開してい
る。2011 年秋から、避難所と仮設住宅の集会所に、知り合いきっかけや交流の場づくりのため、被災
地のお母さんたちに向け手編み講座を開始した。 

















資運搬で、2011 年 8 月にデリバリチームの仕事が終えた後、独自で活動していた。主に地域の情報収
集を中心にやっていた。この仕事で、ほかのボランティア団体との繋がりもでき、地域の状況を理解で








































































































30 代、40 代、50 代もいる。年齢層は幅広いが、若者が多かった。 
 
 












前の仕事が終わったため、2011 年 5 月からずっと被災地に滞在している。最初、海岸清掃などの体力
系の支援活動に参加した。被災地の状況は段階的に変わったため、いろいろな支援活動に参加するよう




















































のため、集落の児童たちは外に出たが、平日には 5～6 人くらいの児童はリオグランデに活動している。 
 
























































調査の実施にあたり、都留文科大学高田 研教授、RQ 災害教育センターの代表者広瀬 敏通氏の熱
心な協力とご助言なくしては、調査の実施は不可能であったことを記すとともに、深甚の謝意を表しま
す。また、RQ 災害教育センターの関係者の方々に調査協力をいただいた、広瀬 敏通氏をはじめ調査
協力者の皆様に深く感謝いたしましてここで御礼を申し上げます。 
そして、この三年間はとても忙しかったですが充実した学校生活を送り、最後に無事修了を迎えるこ
とができたのは、学校の諸先生方、また、職員の方々のご協力があったおかげだと思っております。心
から深く感謝申し上げます。また、いろいろ支援していただいた同級生の皆様に感謝の意を表します。 
最後に、これまで自分の思う道を進むことに対し、温かく見守りそして辛抱強く支援してくださった
両親に対しては深い感謝の意を表して謝辞と致します。 
 
